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岡山県介護生産性向上総合相談センター

当センター事業の「伴走支援」を活用され、生産性向上に取組まれた事業所様が、その体験を発表されました。

発表の模様をアーカイブ配信いたします。ご視聴希望の方は、下記 【公開】令和7年度伴走支援事業所発表会 から申し込みください。

【公開】「令和７年度伴走支援事業所事例発表会」が見られます

法人名 事業所名 サービス種別

１ 社会福祉法人かぶと会 特別養護老人ホーム 瀬戸内荘 介護老人福祉施設

２ 医療法人福寿会 老人保健施設 倉敷藤戸荘 介護老人保健施設

３ 社会福祉法人ことぶき会 グループホームふるさと 認知症対応型共同生活介護

４ 株式会社ドルフィン・エイド 介護付有料老人ホームドルフィン笠岡 特定施設（有料老人ホーム）

５ 社会福祉法人 光優会 介護老人福祉施設 光憂舘 介護老人福祉施設

６ 社会福祉法人岡山中央福祉会 養護老人ホーム岡山市会陽の里 養護老人ホーム

７ 医療法人社団良友会 介護老人保健施設 藤崎苑 介護老人保健施設

８ 株式会社セラヴィ グループホーム咲くら 認知症対応型共同生活介護

９ 株式会社楽喜 ヘルパーステーションあゆむ 訪問介護

発表内容

伴走支援を行った9事業所による、生産性向上への取組み
と進捗について

参加者の声

• 他施設の取り込みが知れて参考にしたいと思いました

• 過程や今後の方向性を知ることができて、活かせそうだ

• 他の施設の事例を聞いて自分達の課題が明確になった

• 生産性向上の具体的取組みについて、何をしたら良いか

わからなかったが、事例を聞けてイメージできた

具体的な相談事例は裏面に

介護の生産性向上に取組むみなさまへ

NEWS LETTER

令和７年度 伴走支援事業者

伴走支援事業内容（一例）

介護記録ソフトの選定と導入 直接介護業務の見直し インカム運用

ペーパレス化の方法とスケジュール立て 一般職員への落とし込み方法 他県取組みの事例紹介

申し送り基準の見える化 AIの活用方法 見守りセンサー運用

ICTの活用 移乗用リフトの活用 etc..

創刊号 生産性向上通信

https://okayama-kaigocenter.com/news/%e3%80%90%e5%85%ac%e9%96%8b%e3%80%91%e4%bb%a4%e5%92%8c%ef%bc%97%e5%b9%b4%e5%ba%a6%e4%bc%b4%e8%b5%b0%e6%94%af%e6%8f%b4%e4%ba%8b%e6%a5%ad%e6%89%80%e3%80%80%e4%ba%8b%e4%be%8b%e7%99%ba%e8%a1%a8%e4%bc%9a/
https://okayama-kaigocenter.com/news/%e3%80%90%e5%85%ac%e9%96%8b%e3%80%91%e4%bb%a4%e5%92%8c%ef%bc%97%e5%b9%b4%e5%ba%a6%e4%bc%b4%e8%b5%b0%e6%94%af%e6%8f%b4%e4%ba%8b%e6%a5%ad%e6%89%80%e3%80%80%e4%ba%8b%e4%be%8b%e7%99%ba%e8%a1%a8%e4%bc%9a/
https://okayama-kaigocenter.com/news/%e3%80%90%e5%85%ac%e9%96%8b%e3%80%91%e4%bb%a4%e5%92%8c%ef%bc%97%e5%b9%b4%e5%ba%a6%e4%bc%b4%e8%b5%b0%e6%94%af%e6%8f%b4%e4%ba%8b%e6%a5%ad%e6%89%80%e3%80%80%e4%ba%8b%e4%be%8b%e7%99%ba%e8%a1%a8%e4%bc%9a/
https://okayama-kaigocenter.com/news/%e3%80%90%e5%85%ac%e9%96%8b%e3%80%91%e4%bb%a4%e5%92%8c%ef%bc%97%e5%b9%b4%e5%ba%a6%e4%bc%b4%e8%b5%b0%e6%94%af%e6%8f%b4%e4%ba%8b%e6%a5%ad%e6%89%80%e3%80%80%e4%ba%8b%e4%be%8b%e7%99%ba%e8%a1%a8%e4%bc%9a/
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介護付有料老人ホーム ドルフィン笠岡様（笠岡市）

岡山県介護生産性向上総合相談センターってなに？

名称 岡山県介護生産性向上総合相談センター

所在地
岡山市北区柳町１－１－１ 住友生命ビル15階
（公益財団法人介護労働安定センター岡山支部内）

電話番号／FAX 086-221-4565/086-221-4572

主な事業

• 総合相談窓口
• セミナー等の企画・開催
• 伴走支援（専門家の派遣）
• ICT、介護ロボット等の試用貸出
• 情報発信

相談事例紹介

伴走支援の流れ
（昨年度 一例）

STEP.01
（７月）「生産性向上伴走支援モデル」への申請

（８月）伴走支援事業として採択

STEP.02 （９月）第１回伴走支援（コンサルティング等）

モデル事業所が希望する取り組みの課題の確認と今度の進め方を定める
（例）ペーパーレス化の導入目標スケジュールや手順、記録ソフト導入のポイント、

一般職員への落とし込み方等をアドバイス

STEP.03 （１１～１月）第2回伴走支援（コンサルティング等）

抽出した課題に対する取組み状況の確認とおよび今後の進め方を定める
（例）記録システム移行順序、申し送りの効率化、外国人介護人材への対応、

          各職種（ケアマネ、看護師、スタッフ）が感じる課題、システムの便利な活用法

（一括入力、写真機能、申し送り・モニタリング連動）についてアドバイス

STEP.04 （２月）第3回伴走支援（コンサルティング等）

具体的な取り組み状況の確認および今後の中長期的な取組みの方向出しを行う。

あわせて、他事業所への横展開を見据えた今後の進め方を定める

（例）緊急搬送時の対応、申し送りとケース記録の使い分け等

STEP.05
（２月）最終報告会の実施。

（３月）取り組み状況・成果の確認ヒアリング

◼ システム導入の進捗状況

電子カルテ導入から約２ヶ月経過し、全職員が基本操作を習得し記録

業務の効率化が進み、職場での活用も徐々に定着してきています

◼ 運用上の課題とアドバイス

習熟度や入力などばらつきが課題。入力ルールの統一と研修の継続

実施、職員間でのフォロー強化で改善。伴走支援での助言が現在も問

題解決に大きくつながっています

◼ 今後の機能活用について

電子カルテ活用を進め、データーの集計・分析を通じた業務改善に取

り組み、より一層の業務効率化とサービスの質の向上を目指します

ペーパーレス化で、事務作業が３０％削減されました

介護現場における生産性向上の取組みを進める介護事業所からの各種相談や支援を行う、

岡山県が設置した「ワンストップ窓口」です。業務改善の悩み事相談や、現場の皆様の負担軽減、業務効率アップのための介護

ロボット・ICT機器導入等を支援いたします。お気軽にご相談・ご活用ください！

業務改善、生産性向上の先に目指すもの
～働きやすく、働きがいのある職場
人材育成、介護サービスの質の向上～

※ホームページイメージ
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